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	ホクコーバサグランAA液剤(ナトリウム塩)
	■種 類 名：ベンタゾン液剤
	■有効成分：ベンタゾンナトリウム塩（ベンタゾン） 40.0%
	Ⓡ＝BASF社の登録商標
	■登録番号：第16129号
	■毒    性：普通物(毒劇物に該当しないものを指していう通称)
	■登録初年：1985.09.24
	■性    状：赤色澄明水溶性液体
	■有効年限：5年
	■包    装：500㎖×20本
	【特長】
	 移植水稲と直播水稲で収穫45日前まで使用可能な茎葉処理除草剤。
	 イネ科以外の一年生雑草および多年生雑草に効果がある。
	 クログワイ、コウキヤガラなどの難防除雑草にも効果がある。
	 たまねぎ、らっきょう、いんげんまめ、えんどうまめ、さやえんどう、実えんどう、べにばないんげん、とうもろこし、麦類、はとむぎ、せり、おうぎなどにも適用がある。
	【適用内容】(2024年11月末日現在)
	【効果・薬害等の注意】
	◆ イネ科雑草には効果が劣るので、田植前後の土壌処理除草剤で一年生雑草を防除した後、多年生雑草および一年生広葉雑草の防除
	を目的として使用すること。
	◆ 本剤は生育期に入った雑草に効果があるが、雑草、特に多年生雑草は生育段階によって効果にふれが出るので必ず適期に散布する
	こと。ホタルイ、ウリカワ、ミズガヤツリ、ヘラオモダカでは発生盛期から増殖中期、オモダカでは発生盛期から増殖初期まで、
	クログワイでは草丈１５～３０cm、エゾノサヤヌカグサでは１～４葉期、シズイでは草丈１０～３０cm、コウキヤガラでは増殖期、
	クサネムでは本葉展開期が本剤散布の適期である。
	◆ クログワイ防除は、必要に応じて有効な前処理剤との組み合わせで使用すること。
	◆ 軟弱稲では薬害(接触害)のおそれがあるので使用はさけること。
	◆ 高温など薬害を生じやすい条件での使用は多めの希釈水量を用い、低濃度液をなるべく水稲にかからないように散布すること。
	◆ 砂質土および漏水のはげしい水田では使用しないこと。(減水深２ｃｍ/日以上)

	【安全使用上の注意】
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